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1 はじめに
近年ではコンピュータの普及、性能向上に

伴い、快適な操作環境を提供するための非接

触型ユーザインタフェースの開発が続けられ

ている。その中でもハンドジェスチャは手振

りを用いて意思疎通を行っていることから人

に馴染み深いといわれている。特定の装置や

プロセッサに依存し制約の発生してしまうも

のや、多数のカメラを用いて認識を行ってい

る点で使用環境が限定されてしまっており、

ユーザが活用するには敷居が高く、直観的に

使いづらい環境である。

そこで本研究では、動画像から簡潔な特徴量

を用いて、手形状認識・動作認識の手法を検

討し、PC 上でのマウスと変わる操作の実現
および家電へのリモート操作などにおけるハ

ンドジェスチャ認識の有効性を示すことを目

的とする。

2 想定の使用環境
本研究ではハンドジェスチャを利用する上

で、一般の利用者にも使いやすい環境を提供

するため、室内での利用を考慮し、Windows

パソコンに安価で汎用的である USB カメラを

接続した環境での開発を行う。

2.1 提案手法
本研究のハンドジェスチャ認識の方法、流

れを図１に示す。本研究は一台の USB カメ
ラから動画像を取得し、その中の手領域を特

定、手形状を認識、手の動作、移動のジェス

チャを認識する手法、システムを提案する。

図１ 手形識別の流れ図

なお今回のシステムでは片手で操作すること

を想定している。

3 手領域の抽出
今回提案するシステムではまず画像中のど

こに手があるのかを識別し、手の領域を抽出

する必要がある。USBカメラにより取得した
動画像から、肌色領域を取得し手領域の抽出

を行う。まず初めに背景の肌色の領域を省き

効率よく認識するため背景差分処理を行うこ

とが有効であると考える。肌色領域抽出にお

いて用いられているのは HSV 表色系を用い
た認識である。抽出した各成分に対して一定

の閾値で 2値化を行う。なお２値化を行った
際に手の領域に欠損が発生することがあるの

で肌色抽出画像に対してクロージングを行い

欠損領域の補間を行う。それに伴いラベリン

グを行い、画像内での最大面積をもつ肌色領

域を調べ、手領域と判断させる。

4 手形状認識
手形状変化判定手順は以下の通りである。

I. 手形状の判定

II. 時系列での形状の変化の判定
III. ジェスチャの判定
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図 2 手形状の例

4.1 手形状の判定
今回の提案手法で認識させようとする手形

状の例として図 2を示した。
① 握り手 ②指立て ③開き手である。

これらの手形状は利用者がハンドジェスチャ

を利用する上で直観的な動作の実現を考えた

場合、ユーザが自然に表現でき利用しやすい

手形状であるといえる。また上で述べた以外

手形状についても必要に応じて追加していく

予定である。

4.2 手の動作判定
4.1 で取り上げた形状を利用し、各手形状
から手形状の移り変わりで動作認識を行う。

以下に動作判定に関する例を示す

イ) 手を握って開く
ロ) 手を開いて握る
ハ) 手を握った状態から指立てに変化
例えばハ）の動作を行った場合はクリック、

決定といった動作を割り当てることにより直

観的に操作を行うことができるようになる。

4.3手の移動判定
手の移動方向に対してのジェスチャ認識を

行う。利用者がハンドジェスチャを利用する

上で違和感なく自然に行う動作だと考え、取

り入れる。そのイメージを図３に示した。手

領域の重心座標の移動量を測定することに各

方向に対する動作を認識することができる。

以下に移動判定の例を示す。

ニ) 握り手のまま手を移動させる
ホ) 開き手のまま、左右に一定量移動させる
例えばホ)の動作を行い、ページをめくるとい
った直観的な操作を実現できる。

図３ 手の方向を利用したジェスチャ認識

5 ハンドジェスチャの評価実験
本研究では 4.2,4.3 で提案した手形状の判
定および手の移動方向に関して認識を行い認

識精度に関して検証する予定である。

6 おわりに
本稿ではハンドジェスチャ認識を行う際の

手法を述べ、その応用としてマウスに変わる

PC 上での操作、及び家電のリモート操作と
いった動作を行うための直観的なハンドジェ

スチャ認識を提案した。今後、提案したシス

テムを実現するため手形認識手法、移動認識

手法のアルゴリズムを検討し、システムを作

成、評価を行うことでハンドジェスチャ認識

およびユーザインタフェースの実現、有効性

を検討する予定である。
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